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１
月
30
日
（
火
）
群
馬
県
生

活
衛
生
業
者
大
会
の
表
彰
式
が

群
馬
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル
で
行
わ
れ

た
。
多
年
に
わ
た
り
標
準
営
業

約
款
制
度
の
普
及
や
促
進
を
は

じ
め
、
営
業
に
関
す
る
技
術
向

上
事
業
・
後
継
者
育
成
事
業
、

活
動
推
進
月
間
の
広
報
な
ど
に

尽
く
し
た
功
績
に
対
し
、
理
美

容
業
は
じ
め
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

吉　田　商　店
吉　田　　　正
伊勢崎市境栄893

☎0270（74）0516　FAX0270（74）0516

オリオン商事株式会社
高　橋　利　人
高崎市飯塚町105 8

☎027（363）0567　FAX027（363）1518

群馬理器株式会社
武　井　文　貴
前橋市上長磯町179

☎027（261）6660　FAX027（261）6578

株式会社　タムラ
田　村　房　男

前橋市六供町４丁目８番 16
☎027（243）6555　FAX027（223）2746

有限会社　武井商店
武　井　道　夫
高崎市並榎町69－9

☎027（364）4771　FAX027（364）4772 

群馬県理器商組合

業
、
飲
食
業
な
ど
各
業
種
、
理

容
組
合
か
ら
は
11
名
の
方
が
表

彰
さ
れ
た
。

　

群
馬
県
理
容
組
合
か
ら
の
表

彰
者
は
以
下
の
通
り
。

◎
全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合

　

中
央
会
理
事
長
感
謝
状

　
　
　
　

山
口　

幸
一（
吾
妻
）

◎
厚
生
労
働
省
医
薬
・
生
活
衛

　

生
局
長
表
彰

　

１
月
15
日
（
月
）
ロ
イ
ヤ
ル

チ
ェ
ス
タ
ー
前
橋
に
お
い
て
、

群
馬
県
理
容
組
合
と
群
馬
県
理

容
学
校
合
同
の
新
春
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

山
口
幸
一
理
事
長
、
松
田
昇

校
長
の
も
と
、
ご
来
賓
で
は
井

野
俊
郎
衆
議
院
議
員
、
中
曽
根

康
隆
衆
議
院
議
員
（
組
合
顧

問
）、
清
水
真
人
参
議
院
議
員
、

山
本
一
太
県
知
事
、
前
橋
選
出

の
県
議
会
議
員
、
各
界
代
表
の

ご
臨
席
を
仰
ぎ
ご
祝
辞
を
賜
っ

た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
山
口
理
事
長

は
「
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
た

び
は
新
年
早
々
能
登
半
島
で
大

地
震
が
お
き
ま
し
た
。
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
に
は
お
悔
や
み

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
理
事
長
に
就
任

さ
せ
て
頂
き
３
年
目
と
な
り
、

３
年
目
に
は
花
を
摘
む
と
言
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
施
策
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特

に
『
生
産
性
を
上
げ
る
』
施
策

で
は
現
在
進
行
形
で
は
あ
り
ま

す
が
結
果
は
で
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
理
美
容
業
の
地
位
向

上
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
は

お
客
様
か
ら
『
生
活
の
一
部
で

無
く
て
は
な
ら
な
い
業
種
だ
』

と
い
う
言
葉
が
頂
け
る
よ
う
に

「
価
値
観
」
を
高
め
ら
れ
る
施

策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
と

挨
拶
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
今
年
度
よ

り
組
合
顧
問
に
就
任
さ
れ
た
中

曽
根
衆
議
院
議
員
か
ら
「
今
年

は
被
災
地
支
援
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。
胸
が
痛
む
思
い

で
、
無
事
を
祈
り
な
が
ら
新
年

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
自
民
党
は
政
治
と
金

の
問
題
で
大
変
お
騒
が
せ
し
て

お
り
ま
す
。
二
度
と
同
じ
事
が

起
き
な
い
よ
う
対
外
的
に
出
直

し
、
信
頼
を
い
た
だ
く
よ
う
ご

指
導
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
程
、
山
口
理
事
長
か
ら
価

値
観
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
私

も
カ
ッ
ト
を
し
て
も
ら
っ
て
い

る
あ
の
空
間
（
安
心
感
、
雰
囲

気
、
顔
剃
り
の
気
持
ち
良
さ
、

居
心
地
の
良
さ
）
に
充
分
価
値

を
感
じ
ま
す
。
技
術
を
培
っ
て

き
た
経
験
と
実
績
を
生
か
し

て
、
時
代
に
即
し
た
令
和
の
理

容
を
見
つ
け
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
戴
い
た
。
他
、
山

本
知
事
か
ら
も
頂
戴
し
た
。

　

町
田
仁
一
生
衛
業
セ
ン
タ
ー

理
事
長
の
乾
杯
音
頭
で
祝
宴
と

な
り
、
交
流
を
深
め
た
。

　

群
馬
県
理
容
生
活
衛
生
同
業

組
合
理
事
長
山
口
幸
一
氏
『
現

代
の
名
工
』
受
章
祝
賀
会
が
２

月
26
日
（
月
）
ロ
イ
ヤ
ル
チ
ェ

ス
タ
ー
前
橋
で
開
催
さ
れ
た
。

『
現
代
の
名
工
』
は
卓
越
し
た

技
能
を
持
ち
、
第
一
人
者
と
み

な
さ
れ
た
技
能
者
を
厚
生
労
働

大
臣
が
決
定
し
表
彰
す
る
。

て
飯
島
克
昌
全
理
連
中
央
講
師

が
作
成
し
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ム

ー
ビ
ー
の
上
映
、
山
口
氏
の
従

妹
の
行
徳
裕
江
さ
ん
に
よ
る
華

麗
な
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
た
。

　

県
組
合
副
理
事
長
松
本
眞
吾

氏
の
開
会
宣
言
の
後
、
発
起
人

代
表
挨
拶
で
県
組
合
副
理
事
長

信
澤
健
生
氏
が
、
山
口
氏
の
受

章
に
ま
つ
わ
る
幾
つ
か
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
冗
談
を
交
え
な
が
ら

巧
み
な
話
術
で
述
べ
た
。

　

来
賓
で
は
山
本
一
太
県
知

事
、中
曽
根
康
隆
衆
議
院
議
員
、

尾
身
朝
子
衆
議
院
議
員
ら
計
８

名
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
知
事
は

ご
多
忙
の
中
で
の
出
席
で
、
祝

辞
後
は
早
々
に
退
席
し
公
務
に

戻
ら
れ
た
が
、
受
章
者
と
の
親

交
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

乾
杯
で
は
狩
野
浩
志
県
議
会

議
員
に
よ
る
立
派
な
ご
発
声
で

祝
宴
が
華
々
し
く
始
ま
り
、
宴

半
ば
で
は
上
州
應
桑
関
所
太
鼓

に
よ
る
迫
力
あ
る
太
鼓
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
来
賓
者
は
圧

倒
さ
せ
ら
れ
た
。
受
章
者
山
口

氏
へ
の
記
念
品
贈
呈
式
で
は
発

起
人
、
全
理
連
中
央
講
師
会
ケ

ミ
カ
ル
部
会
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
渡

さ
れ
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
ご
令
息

の
大
貴
氏
と
ご
令
嬢
の
華
那
さ

ん
か
ら
手
渡
さ
れ
、
握
手
と
熱

い
抱
擁
で
感
動
を
与
え
た
。

　

最
後
は
山
口
氏
か
ら
美
佐
子

夫
人
へ
感
謝
を
込
め
花
束
贈

呈
。
つ
づ
く
来
賓
者
へ
の
謝
辞

で
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
始
ま
り
「
萩
原
長
野

原
町
長
よ
り
〈
そ
ろ
そ
ろ
現
代

の
名
工
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
！
〉
と
持

ち
掛
け
ら
れ
挑
戦
し
た
。
し
か

し
４
年
連
続
の
落
選
。
毎
回

テ
ー
マ
を
変
え
研
究
し
て
も
落

選
。『
自
分
は
ま
だ
ま
だ
も
ら

え
る
よ
う
な
器
で
は
な
い
』
と

諦
め
か
け
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ

理
事
長
職
も
辞
め
な
く
て
は
な

ら
な
い
く
ら
い
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
沢
山
の
お
客
様

や
組
合
員
、
全
理
連
中
央
講
師

会
の
仲
間
や
各
県
の
理
事
長

達
、
数
々
の
皆
様
が
僕
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

須
藤　

博
美（
碓
氷
）

◎
群
馬
県
知
事
表
彰

　
　
　
　

西
山　

継
典（
前
橋
）

◎
群
馬
県
生
活
衛
生
同
業
組
合

　

連
合
会
会
長
表
彰

　
　
　
　

渋
澤　
　

均（
前
橋
）

　
　
　
　

松
井　

透
光（
桐
生
）

　
　
　
　

加
藤　

聖
子（
桐
生
）

　
　
　
　

肥
田
野
雅
布（
邑
楽
）

　
　
　
　

田
島　
　

院（
太
田
）

　
　
　
　

川
浦　

永
太（
渋
川
）

　
　
　
　

田
村　

哲
也（
甘
楽
）

　
　
　
　

高
原　

厚
雄（
吾
妻
）

　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

祝
賀
会
に
は
群

馬
県
知
事
、
国
会

議
員
、
県
議
会
議

員
、
全
理
連
副
理

事
長
他
、
業
界
内

外
か
ら
２
６
０
人

ほ
ど
が
出
席
さ
れ

た
。

　

開
会
に
先
立
っ

　

そ
ん
な
時
期
に
諦
め
ず
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
獲
れ
た
章
で
し

た
。そ
こ
で
気
付
い
た
の
で
す
。

　
《
人
間
は
一
人
で
は
何
も
で

き
な
い
ん
だ
》
と
い
う
事
を
実

感
致
し
ま
し
た
。

　

理
事
長
と
し
て
諦
め
ず
に
こ

の
業
界
を
も
っ
と
良
く
し
て
、

皆
様
の
お
店
が
繁
盛
し
沢
山
の

お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
業

界
に
変
え
て
い
き
た
い
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
感
謝
を
述
べ
、
受
章
祝
賀
会

は
閉
宴
と
な
っ
た
。

　

世
界
大
会
三
位
入
賞
。
薬
剤
の
効
果
を
保
持
さ
せ
る

ア
イ
ロ
ン
技
能
や
独
自
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
法
を
確
立

し
、
業
界
に
普
及
。
若
年
技
能
者
に
は
経
験
に
基
づ
く

指
導
を
行
い
、
全
国
規
模
の
大
会
に
お
い
て
入
賞
者
を

多
数
輩
出
し
て
い
る
事
な
ど
の
功
績
に
よ
り
受
章
。

〜
諦
め
な
け
れ
ば
叶
う
〜

　
　
　
　
　
　『
現
代
の
名
工
』

受
章
祝
賀
会
開
催
さ
れ
る

山
口
幸
一
氏

表彰式に参加された方々

群
馬
県
理
容
組
合

群
馬
県
理
容
組
合

群
馬
県
理
容
学
校

群
馬
県
理
容
学
校

合
同
新
春
祝
賀
会

合
同
新
春
祝
賀
会

組合顧問の中曽根氏

　
〜
理
容
組
合
か
ら
11
名
が
表
彰
〜

第
66
回

群
馬
県
生
活
衛
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業
者
大
会

群
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生
活
衛
生
業
者
大
会

群
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県
生
活
衛
生
業
者
大
会

群
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県
生
活
衛
生
業
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大
会
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活
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生
業
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会
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会
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挨拶する発起人の方々

喜びの山口夫妻
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中
学
校
の

中
学
校
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
参
加

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
参
加

中
学
校
の

中
学
校
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
参
加

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
参
加

在
庫
が
あ
る
事
と
、
必
要
な
ら

ば
送
る
用
意
が
あ
る
事
を
伝
え

ま
し
た
。
そ
の
後
、
能
登
地
区

の
被
害
が
甚
大
で
あ
る
こ
と
が

報
道
さ
れ
、
私
た
ち
は
何
か
で

き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

８
日
に
は
石
川
県
組
合
と
リ

モ
ー
ト
会
議
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
被
災
地
の
詳
細
な
情
報

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

15
日
に
は
石
川
県
組
合
が
能

登
地
区
へ
シ
ャ
ン
プ
ー
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
行
く
こ
と
が
決
定

し
た
為
、
関
東
甲
信
越
の
タ
オ

ル
二
千
枚
が
要
請
さ
れ
ま
し

た
。

　

私
た
ち
は
す
ぐ
に
対
応
し
、

群
馬
県
、
東
京
都
、
千
葉
県
、

長
野
県
か
ら
各
五
百
枚
ず
つ
送

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
16
日
に

は
全
て
の
タ
オ
ル
が
石
川
県
組

合
の
副
理
事
長
の
も
と
に
届
き

ま
し
た
。
22
日
に
は
シ
ャ
ン

プ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
無
事

に
行
わ
れ
、
被
災
者
の
方
々
や

メ
デ
ィ
ア
か
ら
感
謝
の
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
迅
速
か
つ
円
滑

な
支
援
活
動
は
、
青
年
女
性
部

の
日
頃
の
準
備
と
連
携
の
賜
物

で
す
。
ま
た
今
回
新
た
に
作
成

し
た
全
国
青
年
女
性
部
長
名
簿

が
活
用
で
き
た
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

災
害
は
予
測
で
き
な
い
も
の

で
す
が
、
困
っ
た
時
は
助
け
合

う
精
神
は
大
切
で
す
。
関
わ
っ

た
全
て
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

（
群
馬
県
女
性
部
長

　

坂
田　
　

恵
）

　

令
和
６
年
に
な
り
新
年
早
々

大
き
な
地
震
が
能
登
半
島
で
発

生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

群
馬
県
青
年
女
性
部
で
は
、

石
川
県
組
合
の
女
性
部
長
と
連

絡
を
取
り
、
被
災
地
へ
の
支
援

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
、
石
川
県
女
性
部

長
か
ら
は
能
登
地
区
と
の
連
絡

が
途
絶
え
て
お
り
、
現
地
の
状

況
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
私
た
ち
は
タ
オ
ル
の

　

２
月
15
日
（
木
）
伊
勢
崎
支

部
の
綿
貫
晴
通
氏
が
、
伊
勢
崎

市
立
四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学

校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と

し
て
、
理
容
技
術
の
体
験
と
講

演
に
訪
れ
た
。
こ
の
事
業
は
、

生
徒
達
が
「
取
材
を
通
し
将
来

を
考
え
る
き
っ
か
け
と
す
る
と

と
も
に
、
夢
の
実
現
に
向
け
て

の
意
欲
を
高
め
る
」
こ
と
を
目

石川県に届いたタオル

配
布
し
て
、
お
客
様
か
ら
の
寄

付
も
お
願
い
し
て
い
る
。

　

２
月
19
日（
月
）理
容
学
校
に

お
い
て
、
令
和
５
年
度
理
政
会

常
任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
安
中
市
の

組
合
員
で
、
昨
年
４
月
に
４
期

目
の
安
中
市
議
会
議
員
に
当
選

さ
れ
た
佐
藤
貴
雄
氏
が
訪
れ

「
県
組
合
よ
り
ご
推
薦
を
頂
き
、

前
回
よ
り
票
が
上
回
る
４
期
目

の
当
選
が
出
来
ま
し
た
事
に
、

組
合
員
皆
様
の
お
か
げ
と
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
期
、
新
し

い
会
派
を
立
上
げ
幹
事
長
を
勤

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
議
会
運

営
委
員
長
の
立
場
で
議
会
改
革

に
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会

等
、
市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら

議
会
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
し
た
。

　

山
口
幸
一
会
長
、
今
泉
森
夫

顧
問
挨
拶
の
あ
と
議
件
審
議
に

入
り
、令
和
５
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
の
承
認
並
び
に

令
和
６
年
度
事
業
計
画
案
、
収

支
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
自
由

民
主
党
理
容
支
部
、
収
支
決
算

報
告
も
承
認
さ
れ
た
。

　

２
月
19
日
（
月
）
道
の
駅
ま

え
ば
し
赤
城
２
階
調
理
室
に
て

第
２
回
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
講
座
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　

ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

は
、
前
身
の
「
女
性
理
容
師
の

日
」
に
代
わ
り
、
組
合
員
の
男

女
問
わ
ず
参
加
で
き
る
よ
う
改

名
さ
れ
た
青
年
女
性
部
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　

今
回
の
講
師
は
、
元
パ
テ
ィ

シ
エ
で
コ
ー
ヒ
ー
マ
イ
ス
タ
ー

の
資
格
を
持
つ
山
田
俊
幸
県
講

師
（
前
橋
）
に
お
願
い
し
た
。

　

講
座
で
は
ま
ず
、
コ
ー
ヒ
ー

に
合
う
ク
ッ
キ
ー
作
り
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
生
地
を
休
ま
せ
て
い

る
間
に
コ
ー
ヒ
ー
の
歴
史
、
種

理
政
会常

任
委
員
会

青
年
女
性
部
の
活
動

迅
速
な
ニ
ュ
ー
タ
オ
ル
支
援

　

能
登
半
島
で
起
き
た
地
震
は
石
川
県
を
中
心
に
各
地
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。
群
馬
県
理
容
組
合
で
は
青
年
女
性
部
と
高
崎
支

部
が
い
ち
早
く
ニ
ュ
ー
タ
オ
ル
支
援
を
行
っ
た
。

能
登
半
島
地
震

被災地でのボランティア

高
崎
支
部
の
活
動

　

高
崎
支
部
は
現
地
の
組
合
員

の
知
り
合
い
か
ら
被
災
状
況
を

聞
き
、
高
崎
組
合
員
が
新
た
に

持
ち
寄
っ
た
タ
オ
ル
三
百
枚
を

障
害
者
支
援
施
設
に
送
っ
た
。

　

今
後
も
各
店
補
に
チ
ラ
シ
を

中心で活動した高崎支部の方々

的
と
し
て
い
る
。

　

綿
貫
氏
に
お
聞
き
し
た
と
こ

ろ
「
ま
ず
生
徒
た
ち
に
ハ
サ
ミ

を
持
っ
て
も
ら
い
開
閉
の
仕
方

を
教
え
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。

　

生
徒
か
ら
は
（
思
っ
た
よ
り

重
い
が
開
閉
が
も
の
す
ご
く
な

め
ら
か
）（
開
閉
時
の
音
が
し

な
い
。
本
物
の
ハ
サ
ミ
を
持
っ

て
感
動
し
た
）
な
ど
の
感
想
を

も
ら
っ
た
。

　

そ
の
後
の
生
徒
か
ら
の
質
問

で
（
理
容
師
の
魅
力
は
？
）
と

の
問
い
に
、
Ａ
Ｉ
な
ど
が
出
て

き
て
も
理
容
師
の
仕
事
は
感
性

を
主
体
と
し
た
技
術
職
で
あ

り
、
Ａ
Ｉ
が
ど
ん
な
に
進
化
し

て
も
感
性
の
開
発
は
難
し
い
の

で
技
術
職
の
強
み
が
増
し
て
い

く
と
説
明
し
た
。

　

今
回
学
校
を
訪
れ
て
、
理
解

し
て
も
ら
う
の
は
〝
触
れ
て
体

験
し
て
も
ら
う
〞
事
が
大
切
だ

と
実
感
し
た
」
と
語
っ
た
。

類
、
ド
リ
ッ
プ
方
法
な
ど
の
専

門
知
識
を
学
び
、
先
生
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学
し

た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
実
際
に
コ
ー

ヒ
ー
を
淹
れ
た
。
３
種
類
の
豆

を
用
意
し
、
適
切
な
蒸
ら
し
時

間
や
お
湯
の
量
に
気
を
つ
け
な

が
ら
豆
の
違
い
を
感
じ
、
美
味

し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
。

　

焼
き
あ
が
っ
た
ク
ッ
キ
ー
も

コ
ー
ヒ
ー
に
よ
く
合
い
、
と
て

も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
。

　

次
回
は
さ
ら
に
多
く
の
組
合

員
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
た
ら
嬉
し
く
思
う
。

（
青
年
女
性
部　

星
野　

篤
生
）

青
年
女
性
部
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
講
座
開
催

実演する山田講師 講師を囲んで学ぶ参加者

令和5年度「全国衛生遵守運動」
衛生消毒講習会実施報告
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り
が
ち
で
単
価

ア
ッ
プ
に
遠
慮

し
が
ち
だ
が
、

先
生
は
『
何
分

だ
か
ら
〇
〇
円

　

２
月
１
日
（
木
）
甘
楽
支
部

の
ヘ
ア
は
う
す
パ
レ
ッ
ト
に

て
、
田
村
哲
也
県
講
師
を
招
き

『
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
』
を
テ
ー

マ
に
夜
間
講
習
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　

実
践
形
式
で
施
術
者
・
モ
デ

ル
３
組
に
分
か
れ
、
ヘ
ッ
ド
ス

パ
・
癒
し
ほ
ぐ
し
の
運
行
順
序
・

効
能
・
単
価
説
明
を
直
接
伝
授

さ
れ
、
続
い
て
メ
デ
ィ
ア
で
も

紹
介
さ
れ
た
鼻
毛
抜
き
や
簡
単

に
で
き
る
２
種
類
の
パ
ッ
ク
情

報
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

自
分
を
含
め
我
々
理
容
師

は
、『
サ
ー
ビ
ス
業
病
』
に
な

願
う
。
男
女
成
績
上
位
３
名
は

６
月
に
開
催
予
定
の
群
馬
県
大

会
に
出
場
す
る
予
定
だ
。
県
の

大
会
で
も
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
頂
け

れ
ば
と
思
う
。
成
績
は
以
下

の
通
り
。（
敬
称
略
）

　
　

女
子
１
位　

石
井　

承
子

　
　
　
　

２
位　

舘
野　

琴
子

　
　
　
　

３
位　

萩
原　

恵
子

　
　

男
子
１
位　

舘
野　

太
郎

　
　
　
　

２
位　

金
井　
　

勉

　
　
　
　

３
位　

萩
原　

裕
也

　

２
月
15
日
（
木
）
前
橋
理
容

師
会
は
信
澤
健
生
全
理
連
中
央

講
師
を
お
迎
え
し
て
夜
間
講
習

会
を
開
催
し
た
。テ
ー
マ
は『
ア

イ
ロ
ン
で
波
巻
き
パ
ー
マ
』。

　

理
容
師
の
得
意
分
野
で
あ
る

ア
イ
ロ
ン
を
使
っ
て
、
今
ま
で

と
は
違
う
発
想
の
使
い
方
で
新

し
い
ウ
エ
ー
ブ
を
作
る
技
術

だ
。

　

事
業
部
取
り
扱
い
商
品
の

オ
ー
ル
ウ
ー
マ
ン
の
薬
液
を
使

い
、
薬
液
の
特
徴
や
使
い
易
さ

な
ど
を
説
明
。
毛
束
に
対
し
て

ア
イ
ロ
ン
を
下
か
ら
上
か
ら
と

挟
ん
で
ウ
エ
ー
ブ
を
作
っ
て
い

く
。
ア
イ
ロ
ン
の
操
作
方
法
や

コ
ー
ム
の
使
い
方
な
ど
、
数
多

　

２
月
19
日
（
月
）
県
組
合
事

務
局
に
て
第
３
回
パ
ソ
コ
ン
教

室
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
組
合
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
企
画
さ

れ
、
第
１
回
は
基
礎
講
座
、
第

２
回
は
ワ
ー
ド
講
座
、
第
３
回

は
エ
ク
セ
ル
講
座
が
行
わ
れ

た
。

　

パ
ソ
コ
ン
上
級
者
の
久
保
弥

　

私
は
父
の
代
か
ら
続
く
理
容

店
の
二
代
目
で
す
。
平
成
30
年

く
の
質
問
が
出
て

新
し
い
技
術
を
学

ぼ
う
と
先
生
の
ア

イ
ロ
ン
操
作
を
見

つ
め
て
い
た
。

と
加
算
し
て
い
く
』
と
話
す
。

何
か
と
物
価
が
高
騰
し
て
い
る

中
、
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て

料
金
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。
そ
う
思
わ
せ
る
講
習
会

だ
っ
た
。

（
教
育
部
長　

山
田　

哲
也
） 　

２
月
５
日
（
月
）
第
41
回
前

橋
理
容
師
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

が
、
エ
メ
ラ
ル
ド
ボ
ウ
ル
に
て

開
催
さ
れ
た
。

　

昨
年
よ
り
も
参
加
者
が
増
え

白
熱
し
た
大
会
と
な
り
、
歓
声

や
笑
い
声
も
溢
れ
る
一
日
と

な
っ
た
。
成
績
で
は
２
０
０
を

超
え
る
ハ
イ
ス
コ
ア
も
出
る
な

ど
、
ゲ
ー
ム
の
行
方
は
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
い
っ
た
組
合
の
行
事
で

組
合
員
同
士
の
交
流
が
生
ま
れ

る
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
く
、
さ

ら
に
参
加
者
が
増
え
る
こ
と
を

相モデルで実演する皆さん

が
出
来
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
で
は
競
技
で

の
経
験
を
活
か
し
、
再
現
性
を

テ
ー
マ
に
お
客
様
に
ス
タ
イ
ル

を
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
業
界
の
素
晴
ら
し
い
と

こ
ろ
は
、
頑
張
れ
ば
頑
張
る
ほ

ど
夢
や
目
標
に
近
づ
け
る
と
い

う
事
で
す
。
私
も
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
講
師
と
し
て
理
容

業
界
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

に
群
馬
県
理
容
組
合
講
師
会
に

入
り
、
組
合
行
事
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
『
第
74
回
全
国
理
容
競
技
大

会
秋
田
大
会
マ
ス
タ
ー
ス
タ

イ
リ
ス
ト
部
門
』
で
は
、
念
願

が
叶
い
優
勝
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
こ
れ
も
群
馬
県
理
容

組
合
理
事
長
や
教
育
部
長
を
は

じ
め
、
講
師
の
先
生
方
の
ご
指

導
、
高
崎
理
容
師
組
合
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
獲
得
す
る
こ
と

行
っ
て
い
る
。
普
段
は
捨
て
て

し
ま
う
ヘ
ア
カ
ラ
ー
の
ア
ル
ミ

チ
ュ
ー
ブ
や
ア
ル
ミ
缶
、
電
気

コ
ー
ド
な
ど
を
店
舗
だ
け
で
な

く
、
お
客
様
に
も
声
を
掛
け
回

収
し
業
者
で
換
金
後
、
施
設
等

へ
寄
付
し
て
い
る
。

　

個
人
で
は
難
し
い
が
、
団
体

を
通
し
て
社
会
貢
献
を
し
て
い

く
事
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
。

　

伊
勢
崎
支
部
で
は
他
支
部
か

ら
の
協
力
も
受
付
け
て
い
る
。

　

各
店
舗
で
収
集
し
て
各
支
部

組
合
役
員
ま
で
ご
連
絡
を
。

　

昨
今
、
様
々
な
企
業
や
団
体

で
社
会
貢
献
が
行
わ
れ
て
い

る
。
社
会
貢
献
と
は
、
環
境
保

　

そ
の
中
で
伊
勢
崎
支
部
で

は
、
昨
年
よ
り
リ
サ
イ
ク
ル
と

支
援
を
組
み
合
わ
せ
た
活
動
を

護
、
支
援
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
の
事

で
あ
る
。

　

群
馬
県
理
容
組
合

で
も
、
日
頃
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

支
援
な
ど
行
っ
て
き

た
。
新
し
い
と
こ
ろ

で
は
、
能
登
地
震
で

の
ニ
ュ
ー
タ
オ
ル
支

援
な
ど
で
あ
る
。

　

仕
上
が
り
は
従
来
の
ア
イ
ロ

ン
パ
ー
マ
と
は
イ
メ
ー
ジ
の

違
う
ソ
フ
ト
な
雰
囲
気
だ
っ

た
。『
ロ
ッ
ド
が
巻
け
な
い
短

い
髪
に
も
短
時
間
で
ソ
フ
ト
な

ウ
エ
ー
ブ
を
作
れ
る
新
し
い
メ

ニ
ュ
ー
に
な
る
』
と
、
信
澤
講

師
は
語
っ
た
。

（
教
育
部
長　

渋
澤　
　

均
）アイロン操作を教える信澤講師

甘
楽
支
部

売
上
ア
ッ
プ講

習
会
開
催

前
橋
支
部

新
・
ア
イ
ロ
ン
パ
ー
マ

講
習
会
開
催

寿
志
氏
（
吾
妻
支
部
長
）
が
講

師
を
務
め
、
各
回
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
た
。

参加者の皆さんと記念写真

男子の部優勝の舘野さん真剣に受講する組合員さん

パ
ソ
コ
ン教

室
開
催

女子の部優勝の石井さん

前
橋
理
容
師
会

前
橋
理
容
師
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

県
講
師
会講

師
紹
介

群
馬
県
講
師
会　

永
井　

哲
雄

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
社
会
貢
献

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
社
会
貢
献伊勢崎支部のポップ

○お名前：樋口　楓花（ふうか）

○生年月日：令和３年11月 10日

○サロン名：ヘアーサロンヒグチ

○ご両親：樋口和也・久美子

○続柄：長女

○秋生まれなので美しく紅葉する楓のよう  

　に彩り豊かな人生を送るようにと両親で

　考えて名付けました

吾妻支部 樋口さんちの
       わが家のアイドル

○お名前：滝澤　日心（にこ）

○生年月日：令和３年11月 14日

○サロン名：ヘアーサロンタキザワ

○ご両親：滝澤直人・さおり

○続柄：長女

○いつもニコニコ笑顔でお日様のように温

　かい心を持つ子に育ってくれるようにと

　いう願いを込めて

吾妻支部 滝澤さんちの
       わが家のアイドル わ

が
家
の

ア
イ
ド
ル
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謹
ん
で
、
お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

丸
山　

信
吾　

前
橋

六
本
木
一
エ　

前
橋（
組
合
員
）

岩
崎　

好
子　

桐
生

町
田　

昌
佳　

伊
勢
崎

加
藤　

清
子　

太
田

齋
藤　

邦
子　

太
田

川
浦　

美
昭　

渋
川（
組
合
員
）

互
助
会
員
訃
報

真剣に訓練を行う橋本支部長

　

２
月
５
日
（
月
）
伊
勢
崎
市

消
防
本
部
玉
村
消
防
署
に
お
い

て
、
伊
勢
崎
支
部
青
年
女
性
部

の
主
催
で
救
命
講
習
会
が
行
わ

れ
た
。

　

雪
が
ち
ら
つ
き
は
じ
め
、
う

っ
す
ら
と
道
路
に
積
も
る
悪
天

候
の
中
だ
っ
た
が
、
男
女
合
わ

せ
て
７
名
の
組
合
員
参
加
者
が

集
ま
っ
た
。

　

講
習
会
で
は
、
応
急
手
当
や

救
命
処
置
（
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
）
の
手
順
と
技
能
指

導
を
受
け
た
。

　

以
前
の
同
様
の
講
習
か
ら
８

年
経
過
し
戸
惑
う
部
分
も
あ
っ

た
が
、
皆
真
剣
に
訓
練
を
行
っ

て
い
た
。

　

い
ざ
と
い
う
時
の
為
に
救
命

集
長
を
は
じ
め
、
編
集

委
員
の
方
々
と
共
に
、

初
め
て
広
報
部
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。最
初
は
不
慣
れ
で
、

な
か
な
か
上
手
く
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆

さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
楽
し
く
編
集

作
業
を
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
編
集
作
業
に
も

慣
れ
て
、
円
滑
に
出
来

る
よ
う
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
広
報
部
メ
ン

の
手
順
の
確
認
や
、
最
近
公
共

の
場
で
目
に
す
る
こ
と
も
多
い

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
使
用
方
法
な
ど
、
繰
り

返
し
多
く
の
方
々
に
受
講
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
。

（
伊
勢
崎　

原
沢　

博
幸
）

●
令
和
３
年
４
月
に
高
崎
支
部

長
、
５
月
の
総
代
会
で
県
広
報

部
長
を
拝
命
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

過
去
、
支
部
広
報
を
務
め
た

時
は
手
書
き
で
紙
面
を
作
成
。

現
在
は
新
聞
編
集
ソ
フ
ト
で
画

面
上
で
の
作
業
。
時
代
を
感
じ

る
の
は
私
だ
け
か
。

　

今
期
「
み
や
ま
」
編
集
会
議

１
９
８
号
か
ら
始
ま
り
、
こ
の

年
「
み
や
ま
創
刊
２
０
０
号
」

と
い
う
記
念
的
な
節
目
に
特
集

号
を
組
み
ま
し
た
。
組
合
員
皆

様
か
ら
懐
か
し
写
真
を
募
集
、

フ
ル
カ
ラ
ー
で
発
行
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

編
集
委
員
８
名
で
シ
フ
ト
を

組
み
、
ま
た
県
下
役
員
・
組
合

員
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
で
毎
回

の
発
行
に
感
謝
と
と
も
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
機

関
紙
「
み
や
ま
」
を
ご
支
援
の

程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
広
報
部
長　

日
向
野
文
吉
）

●
部
長
は
じ
め
編
集
長
・
編
集

員
の
皆
様
に
は
、
３
年
間
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

編
集
委
員
の
仕
事
は
多
岐
に

●
今
期
、
副
編
集
長
と
い
う
周

り
を
引
っ
張
っ
て
い
く
立
場
に

な
り
、
諸
先
輩
方
々
か
ら
教
わ

っ
た
事
を
伝
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。
３
期
９
年
間
と
編
集
委
員

を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と

て
も
貴
重
な
経
験
が
で
き
充
実

し
た
時
間
で
し
た
。
今
ま
で
携

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
副
編
集
長　

髙
橋　

信
博
）

●
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
た
３

年
間
の
任
期
で
し
た
が
、
最
後

の
１
年
は
新
聞
記
事
も
活
発
化

し
、
嬉
し
い
話
題
も
増
え
ま
し

た
。
来
期
は
さ
ら
に
明
る
い
記

事
を
掲
載
で
き
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。
編
集
委
員
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
編
集
委
員　

長
滝　

健
一
）

●
今
期
３
年
間
、
２
期
連
続
し

て「
み
や
ま
」に
携
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
点
が
多
か
っ

た
も
の
の
皆
さ
ん
と
お
手
伝
い

が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
も「
み
や
ま
」が
永
く

続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
編
集
委
員　

中
山　

文
男
）

●
日
向
野
広
報
部
長
や
高
橋
編

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

伊
勢
崎
支
部

も
し
も
の
時
の

わ
た
っ
て
い
て
各
行
事
の
詳

細
、
講
演
者
の
発
言
の
文
字
起

こ
し
、
紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト

等
々
、
熟
練
が
必
要
で
し
た
。

　

初
め
の
抱
負
と
違
い
、
も
う

少
し
役
に
立
ち
た
か
っ
た
。
１

年
目
は
希
望
に
満
ち
て
、
後
の

２
年
は
空
回
り
の
よ
う
な
気
が

し
ま
す
が
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
広
報
副
部
長　

飯
塚　

健
二
）

●
広
報
部
３
期
目
に
し
て
編
集

委
員
長
と
い
う
大
役
を
任
さ

れ
、
前
期
ま
で
先
輩
方
に
ど
れ

だ
け
頼
り
き
っ
て
い
て
、
新
聞

の
何
た
る
か
を
知
ら
ず
に
来
た

の
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

　

任
さ
れ
た
以
上
、
群
馬
県
組

合
の
広
報
紙
と
し
て
恥
ず
か
し

く
な
い
物
を
出
さ
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
奮
闘
し
た
が
、

所
詮
付
け
焼
刃
。
し
か
し
編
集

に
携
わ
る
皆
さ
ん
が
一
生
懸
命

協
力
し
て
く
れ
た
り
、
諸
先
輩

方
に
も
ご
指
導
い
た
だ
き
、
な

ん
と
か
形
に
す
る
事
が
で
き
任

期
を
終
え
る
事
が
で
き
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

（
編
集
長　

髙
橋　

克
実
）

前橋市小相木町1-6-6　TEL 027（255）5511　FAX 027（255）5522

その人のニーズに合わせた保険をご提案

株式会社インターアクトコンサルティング

ちゃんと応える医療保険（EVER）５日未満の入院給付金を
一律５日分支給。入院前後の通院給付や日帰り手術も保障します。

募集代理店
株式会社　安藤ライフサービス
〒370-2111 高崎市吉井町小串125
　  0120-30-5160

県内全域　　  0120-30-5160　　ご説明にお伺い致します。
　　　　　☎ 027-288-2938　　お気軽にお電話下さい。

広
報
誌
み
や
ま
編
集
作
業
の

三
年
間
を
振
り
返
っ
て

バ
ー
の
皆
さ
ん
に
も
恵
ま
れ
、

大
変
で
し
た
が
楽
し
い
三
年
間

で
し
た
。

　

改
め
て
過
去
の
先
輩
方
の
ご

苦
労
を
、
身
に
沁
み
て
実
感
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
編
集
委
員　

大
原　

幸
生
）

●
記
念
す
べ
き
２
０
０
号
よ
り

編
集
委
員
の
任
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
編
集
も
ま

ま
な
ら
な
い
状
態
か
ら
で
し
た

が
、
他
の
広
報
部
員
の
皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
、微
力
な
が
ら「
み

や
ま
」
の
編
集
と
発
行
に
貢
献

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
大
変
で

し
た
が
、
楽
し
く
良
い
経
験
が

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
編
集
委
員　

小
林　

美
雄
）

▼
４
月
15
日
（
月
）

　

第
71
回
群
馬
県
理
容
競
技
大

会
（
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21　

に

ぎ
わ
い
ホ
ー
ル
）

▼
５
月
27
日
（
月
）

　

県
理
容
組
合
総
代
会
・
総
会

（
群
馬
県
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

▼
６
月
〜
７
月
予
定

　

担
当
者
会
議

▼
６
月
11
日
（
火
）

　

第
68
回
関
東
甲
信
越
理
容
競

技
大
会
（
東
京
都
開
催
）

▼
８
月
26
日
（
月
）

　

県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▼
９
月
９
日
（
月
）

　

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

▼
10
月
21
日
（
月
）

　

第
76
回
全
国
理
容
競
技
大
会

　
（
愛
媛
県
）

▼
秋
開
催
予
定

　

・
西
毛
組
合
講
習

　

・
東
毛
組
合
講
習

　

・
北
毛
巡
回
講
習

令
和
６
年
度　

組
合
事
業
予
定

令
和
６
年
度　

組
合
事
業
予
定

三年間の任期を終えた編集委員

月
・
日

項　
　
　
　
　
　
　

目

５
・
４
・
17

第
70
回
群
馬
県
理
容
競
技
大
会

24

12
支
部
総
会

５
・
８

第
１
回
理
事
会

〃

監
査
会

29

第
66
期
通
常
総
代
会

６
・
20

第
67
回
関
東
甲
信
越
理
容
競
技
大
会
（
神
奈
川
）

26

第
２
回
理
事
会

〃

（
青
女
）
県
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

７
・
３

担
当
者
会
議
（
共
済
）

10

担
当
者
会
議
（
教
育
・
事
業
）

24

組
合
員
プ
レ
ミ
ア
ム
セ
ミ
ナ
ー

31

第
３
回
理
事
会

〃

茂
木
祐
一
郎
氏
全
理
連
中
央
講
師
就
任
祝
賀
会

８
・
28

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

〃

経
営
特
別
相
談
員
研
修
会　

９
・
11

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

19

第
75
回
全
国
理
容
競
技
大
会
（
北
海
道
）

25

第
４
回
理
事
会

30

「
み
や
ま
」
２
０
４
号
発
行

10
・
２

組
合
講
習
会
・
西
毛
地
区
（
多
野
支
部
）

16

第
１
回
県
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

23

東
毛
地
区
巡
回
講
習
会
（
桐
生
支
部
）

30

第
５
回
理
事
会

〃

中
間
監
査
会

11
・
13

組
合
講
習
会
・
北
毛
地
区
（
吾
妻
支
部
）

27

第
６
回
理
事
会

〃

パ
ソ
コ
ン
教
室
第
１
回

６
・
１
・
１

「
み
や
ま
」
２
０
５
号
発
行

15

第
７
回
理
事
会

〃

令
和
６
年
新
春
祝
賀
会

29

パ
ソ
コ
ン
教
室
第
２
回

２
・
19

パ
ソ
コ
ン
教
室
第
３
回

26

山
口
幸
一
氏
「
現
代
の
名
工
」
受
章
祝
賀
会

３
・
25

第
８
回
理
事
会

31

「
み
や
ま
」
２
０
６
号
発
行

令和５年度　組合経過報告令和５年度　組合経過報告


